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現在飼育 44 　78 122
過去飼育 21 　35 　56
飼育経験無 23 　17 　40






















































































犬 猫 ハムスター 金魚 その他 計
1．祖父母 　6 　0 　1 　7 　3 　17
2 ．父 　9 　0 　2 17 　7 　35
3 ．母 32 10 　5 15 24 　86
4 ．きょうだい 　4 　0 　4 　6 10 　24
5 ．その他 　6 　3 　3 　6 　5 　23
計 58 13 15 51 49 185
表 7　犬と金魚に関する平均値（SD）
間接的 愛情 共感性 感受性 向社会的































































































































発 達 教 育 学 部 紀 要
2 ．ペットの種類と共感性・向社会的行動
犬と金魚を比較したところ，犬の飼育経験者
の方が金魚の飼育経験者より「間接的世話」の
程度が高く，かつ「愛情」得点も高いことがわ
かった。さらに，犬の飼育経験のある群は金魚
の飼育経験のある群より「共感性」得点が高い
という結果であった。「感受性」や「向社会的
行動」得点については群間に有意差はみられな
かった。したがって，仮説②は一部支持された。
佐久川・保住（1999）によると，多くのペッ
トでは注いだ愛情に対して反応が得られるとい
う。特に犬の場合には，飼い主の愛情に対して
全身で喜びを表して反応し，その反応の純粋さ
が飼い主の心を動かし，飼い主の喜びの感情を
呼び起こすという。本研究においても，「えさ
や水をあげる」「小屋や水そうのそうじをする」
といった「間接的世話」得点や「愛情」得点で
は犬飼育群の方が高いことが明らかとなった。
小川（1992）は金魚を飼うコツとして「えさを
やり過ぎない」「よい水で飼う」「いじらない」
の 3点を挙げているが，このことからも金魚の
方があまり世話を必要としない動物であるとい
えよう。また，犬の方が金魚よりも飼い主のか
かわりに対する反応が多いということが影響し
ていると考える。そのようなことが，犬飼育経
験群が金魚飼育経験群より「共感性」が高いと
いう結果につながっていると推測される。
3 ．家族のペット飼育態度の子どもへの影響
パス解析の結果，次のことが明らかとなった。
①犬と金魚に共通する結果は，家族のペットに
対する態度（「間接的世話」や「ペットに対す
る愛情」）が，子どものペットに対する態度に
影響を与えていること，②家族の「間接的世話」
は子どもの「間接的世話」を介して「共感性」
を高めること，③その「共感性」は「向社会的
行動」を高めるということが明らかとなった。
しかし，「感受性」は「向社会的行動」に影響
を与えないということがわかった。
家族のペットに対する態度が子どものペット
に対する態度に影響を与えていたという結果は，
子どもが家族の態度をモデルとしていたことを
示すものだろう。ペットのことを家族の一員と
してかわいがりペットに優しく言葉をかけなが
らかかわるなど，ペットに対する家族の愛情の
深さを子どもは観察している。このような家族
の愛情あふれる姿は，子どものペットに対する
思いやりや愛情に影響しているようだ。従来の
研究でも，モデル行動の観察が子どもの援助行
動を促進したことが示されている（森下，
1990）。また，子どもは親が子どもに向けた態
度・行動だけでなく，他の人に対する態度・行
動をも観察している。子どもに対して暖かくて
優しい親が一般に子どものモデルとなりやすい
（森下，1996；青柳，2007）ことも，これらの
結果に反映しているだろう。
本研究において，犬や金魚への「間接的世話」
は「共感性」を高めていた。この結果は塗師
（2000）の結果と一致するものであった。さらに，
その「共感性」は「向社会的行動」を高めると
いうことが明らかとなった。日常的にペットへ
のかかわりを通して共感性が養われ，それが向
社会的行動を高めたのではないかと思われる。
したがって，犬と金魚に関する共通点から，単
に家庭でペットを飼育しているというだけでは
なく，家族のペットへの世話のようすを観察し，
家族をモデルとして子ども自身が愛情をもって
ペットの世話をするということが，共感性や向
社会的行動の発達に影響を与えると考える。
犬と金魚の相違点として，ペットに対する
「愛情」は，金魚の場合は「共感性」や「感受性」
を高めているが，犬の場合にはそれがみられな
かったことである。ペットへの「愛情」に関し
て，犬への「愛情」得点は金魚に比較して著し
く高かった。これは佐久川・保住（1999）が指
摘するように，世話する人と犬との豊かな相互
作用を反映しているのだろう。そのようなこと
が天井効果として作用し，共感性の高さに差異
をもたらさなかったのではないかと考えられる。
それに対して金魚に対する「愛情」豊かなかか
わりには個人差が大きく，それが「共感性」の
高さの個人差につながったのではないかと推測
される。塗師（2000）の研究にも示唆されてい
るように，一般的には，ペットに対する「愛情」
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家族のペット飼育態度が子どもの飼育態度や共感性・向社会的行動に与える影響
は共感性や向社会的行動を高めると考えられる。
子どもの「感受性」は「向社会的行動」に結
びつかなかったという結果は，幼児を対象とし
た結果（森下，1990）とも共通している。ここ
で測定されたような「感受性」は，本人の情動
を高めても他者を援助するような行動にはつな
がらないのではないか。
今後の課題として，ペットに対する世話の尺
度や測定方法の改良があげられる。また，家族
と子どもの関係という変数を入れた分析も必要
となるだろう。さらに，動物の飼育だけでなく
植物の栽培が子どもの思いやりにどのように結
びつくか，そのプロセスが明らかにする課題が
残されている。
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